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躍進の可能性をかならず現実のものにするた

めにビラ配布、対話・支持拡大などやるべきこ

とをやりつくす猛奮闘を 

“他の野党を見てもダメだ 

こんどは共産党だ!”と 

タクシーの運転手さん  
  

「しんぶん赤旗」記者が北見で乗ったタクシーの運転手さんと

対話。その運転手さんは、「アベノミクスではなくアホノミクスだ」

と言いながら、「他の野党を見てもダメだ、私は何のつながりもな

いけど、共産党に期待する」となりました。 

農協組合長さんも 
紙智子参議が道内各農協に、ＴＰＰ問題など農業政策について

の「しんぶん赤旗」号外を送っています。その後現地議員はじめ

紙智子秘書の園山さんも対話・懇談しています。 

○ 道東のある組合長は「共産党の政策は明確で一貫している。

ＴＰＰ問題でも、農協『改革』の問題でも、私たちの代弁者と認

識している。がんばってください」と。 

○上川管内の農協組合長が、「おぎうさんがそっちに行くから、ち

ゃんと対応するように」と他の町の農協組合長に連絡をしてくれ

るほどで、これまでにない出来事でした。 

○十勝管内の組合長「こんなに明確なのは共産党さんだけ。がん

ばってください」と激励されました。 

幅ひろく 

対話して 

ビックリ 

あと２日 全党と後援会心ひとつ

に 追い上げ、せり勝つ大奮闘を 
 はたやま和也候補は函館での第一声から、天北、日高を除く

地区を遊説し、１１日夜札幌に入りました。スピーカーの調子

が悪く音が出なくなった時でも、はたやま候補は、「長距離を

走る選挙カー、こういうトラブルは起こるもの」と言いつつ、

「トラブルのたびに、駆けつけてくれる業者さんがいるので本

当に心強い。選挙は候補一人ではなく、多くの人に支えられて

いるのだと再認識しました」といろいろな人への心配り、気配

りするはたやま和也候補。１２日は北区の地下鉄麻生駅に朝７

時すぎに立ち、出勤時の労働者への挨拶と演説。他の候補に負

けず選挙カーの場所も先に確保し、あと２日間のたたかいをは

じめました。 

１２日市田副委員長来る 

札幌、小樽で演説、紙智子参

議は札幌市内を走る 
  

１２：００ 地下鉄南郷１８丁目 
市田忠義副委員長、はたやま候補 

３区吉岡候補がお話しします 

１４：００ 北区麻生ダイエー前 
 市田忠義副委員長、はたやま候補 

 ２区金倉候補がお話しします 

１６：００ 小樽駅前 
 市田忠義副委員長、４区酒井候補がお話

しします 

 

紙智子参議は旭川の２ヵ所で 

おぎう候補と演説し、札幌に 

折り返し２ヵ所で政党カーか 

ら訴えます 


